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山に活きた先人達の苦労の結晶、広大な人工林



議会だより かみやま 2

　６月定例議会は１６日から２２日まで、７日間の会期で開催しま

した。

　提出議案は、補正予算２件・規約１件・人事案件１件・報告

４件計８議案を審議し、いずれも原案どおり同意・可決しまし

た。

　一般質問では３議員が登壇し（４、５ページに掲載）それぞ

れ町の考えを質問しました。

●新型インフルエンザ流行時の対応　１００万円　　　●県単急傾斜地崩壊対策事業　５２０万円

●郷土資料館改修工事　　　　　　　１２５万円　　　●財政調整基金積立金　 １億２,５２７万円

主な内容

　

町
政
報
告　

●
町
政
等
の
報
告
に
つ
い
て

　

平
成
二
十
年
度
の
出
納
閉
鎖
時
の
決
算

状
況
は
、
一
般
会
計
歳
入
総
額
四
一
億
七
、

三
一
二
万
一
、
七
三
一
円
に
対
し
、
歳
出

総
額
三
九
億
八
、
三
五
八
万
五
八
八
円
。

歳
入
歳
出
差
引
額
一
億
八
、
九
五
四
万
一
、

一
四
三
円
と
な
り
、
繰
越
財
源
三
、
七
六

三
万
二
、
〇
〇
〇
円
を
差
引
し
、
実
質
収

支
は
一
億
五
、
一
九
〇
万
九
、
一
四
三
円

と
な
っ
た
。

　

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
は
、
歳
入
歳

出
差
引
額
五
、
九
九
四
万
七
、
九
五
九
円
。

簡
易
水
道
特
別
会
計
は
、
三
四
九
万
六
、

八
五
二
円
、
老
人
保
健
特
別
会
計
は
、
差

引
〇
円
、
介
護
保
険
特
別
会
計
で
は
、
二
、

三
五
五
万
八
、
五
六
七
円
、
後
期
高
齢
者

特
別
会
計
は
、
八
九
万
九
、
一
五
〇
円
。

　

厳
し
い
状
況
の
中
、
基
金
会
計
か
ら
の

大
幅
な
繰
り
入
れ
も
な
く
、
執
行
で
き
た
。

こ
れ
は
地
方
交
付
税
が
対
前
年
比
で
四
・

三
％
ア
ッ
プ
と
予
算
執
行
の
経
費
削
減
努

力
等
に
よ
る
。

　

国
の
過
去
最
大
の
規
模
の
追
加
経
済
対

策
に
よ
り
神
山
町
へ
の
限
度
額
二
億
三
〇

〇
万
ほ
ど
の
配
分
が
予
定
さ
れ
て
い
る
。

　

国
県
道
関
係
の
主
な
予
算
は
国
道
四
三

八
号
道
路
改
築
事
業
と
し
て
、
上
分
バ
イ

パ
ス
に
当
初
二
億
五
、
〇
〇
〇
万
円
、
補

６月補正予算
　一般会計補正予算ならびに簡易水道事業特別会

計補正予算が提案され、総額で１億４,４６１万円が追

加されました。

　一般会計は、主に新型インフルエンザ流行時の

対策、県単急傾斜地崩壊対策事業、郷土資料館改修

工事。簡易水道事業特別会計は、修繕に関する補

正予算となっています。

一　　　般　　　会　　　計 　 ３５億７,４１２万円
 　　　　　　　　　　　　　　　 （１億４,２１２万円）

簡易水道事業特別会計 　 １億２,０１１万円
 　　　　　　　　　　　　　　　　　 （２４９万円）

※上段は予算総額、（　　）内は６月補正額

６月

補正予算
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正
二
億
八
、
〇
〇
〇
万
円
合
計
五
億
三
、

〇
〇
〇
万
円
。
国
道
一
九
三
号
道
路
改
築

事
業
名
ヶ
平
バ
イ
パ
ス
に
一
、
〇
〇
〇
万

円
。
主
要
地
方
道
神
山
鮎
喰
線
の
喜
来
養

瀬
に
緊
急
地
方
道
路
整
備
事
業
と
し
て
一

億
八
、
〇
〇
〇
万
円
。
主
要
地
方
道
石
井

神
山
線
本
名
宮
分
に
緊
急
地
方
道
整
備
事

業
と
し
て
六
、
〇
〇
〇
万
円
。
主
要
地
方

道
神
山
鮎
喰
線
広
野
工
区
は
緊
急
地
方
道

路
整
備
事
業
と
し
て
一
億
円
。
主
要
地
方

道
神
山
鴨
島
線
神
木
本
名
間
に
緊
急
地
方

道
路
整
備
事
業
と
し
て
八
、
〇
〇
〇
万
円
、

道
路
局
部
改
良
事
業
と
し
て
二
、
〇
〇
〇

万
円
、
合
わ
せ
て
一
億
円
と
な
っ
て
い
る
。

　

少
子
化
に
伴
う
学
校
教
育
検
討
会
は
、

五
回
検
討
を
重
ね
六
月
八
日
答
申
が
で
た
。

答
申
内
容
を
尊
重
し
つ
つ
、
耐
震
化
等
総

合
的
に
判
断
が
急
が
れ
る
。

　

養
瀬
ト
ン
ネ
ル
は
本
年
の
完
成
予
定
と

な
っ
て
お
り
、
開
通
式
費
用
と
し
て
一
六

六
万
円
を
計
上
し
て
い
る
。

　

指
定
管
理
者
制
度
の
実
施
は
、
農
村
環

境
改
善
セ
ン
タ
ー
、
神
領
公
民
館
ほ
か
二

施
設
が
二
十
二
年
度
か
ら
二
十
四
年
度
ま

で
の
三
年
間
指
定
管
理
と
な
っ
て
い
る
が
、

応
募
、
審
査
の
手
順
を
踏
み
九
月
議
会
に

提
案
す
る
。

　

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
で
キ
ャ
ン
セ
ル

に
な
っ
た
修
学
旅
行
の
キ
ャ
ン
セ
ル
料
を

町
費
で
負
担
す
る
。
必
要
な
マ
ス
ク
等
を

備
蓄
す
る
と
共
に
行
動
計
画
に
沿
っ
て
体

制
を
整
え
る
。

　

二
十
一
年
度
の
地
域
活
性
化
経
済
活
性

化
経
済
危
機
対
策
臨
時
交
付
金
事
業
は
二

億
三
〇
〇
万
円
の
配
分
が
予
定
さ
れ
て
い

る
。旧
庁
舎
の
解
体
工
事
。火
災
警
報
機
の

設
置
の
助
成
と
し
て
、町
内
全
戸
に
二
個

ず
つ
配
付
す
る
。神
山
消
防
署
の
耐
震
化

は
危
険
度
が
高
い
と
い
う
こ
と
で
、経
済

対
策
を
活
用
し
て
設
計
委
託
費
を
こ
の
事

業
で
ま
か
な
い
消
防
署
の
改
築
を
し
た
い
。

　

総
合
計
画
の
見
直
し
の
時
期
が
き
て
い

る
の
で
現
在
準
備
を
進
め
て
い
る
。

　

行
財
政
改
革
は
第
三
次
か
み
や
ま
行
政

改
革
大
綱
、
行
財
政
集
中
改
革
プ
ラ
ン
を

作
成
し
て
い
る
が
、
平
成
二
十
二
年
度
以

降
も
前
向
き
に
引
き
続
き
取
り
組
む
。

　

神
山
温
泉
の
経
営
状
況
は
、
二
十
年
度

総
売
上
高
三
億
七
、
五
一
三
万
二
、
〇
〇

〇
円
で
、
対
前
年
度
比
一
一
〇
・
三
％
当

期
利
益
二
二
一
万
五
、
六
五
六
円
と
黒
字

の
決
算
と
な
っ
て
い
る
。

　

入
場
者
数
一
九
万
三
、
三
九
八
人
、
宿

泊
者
数
一
万
四
一
〇
人
と
過
去
最
高
を
記

録
し
て
い
る
。

　

道
の
駅
は
、
新
府
能
ト
ン
ネ
ル
開
通
以

来
、
十
一
ヶ
月
連
続
で
月
別
の
売
上
が
新

記
録
で
あ
っ
た
。
売
上
実
績
対
前
年
度
比

一
一
四
％
、
総
売
上
を
一
億
一
、
七
〇
〇

万
円
を
見
て
い
る
。

　

新
年
度
か
ら
神
山
温
泉
が
指
定
管
理
を

受
け
て
経
営
を
す
る
。
共
に
神
山
の
観
光

の
拠
点
、
雇
用
の
場
と
地
域
振
興
の
場
と

い
う
目
的
を
忘
れ
る
こ
と
な
く
、
良
好
な

経
営
が
な
さ
れ
る
よ
う
努
力
し
た
い
。
な

ど
と
報
告
が
あ
っ
た
。

　

諸　
報　
告　

●
平
成
二
十
一
年
四
、
五
月
の
例
月
出
納

検
査
に
つ
い
て

　

監
査
委
員
か
ら
一
般
会
計
及
び
特
別
会

計
に
属
す
る
出
納
状
況
を
出
納
機
関
の
諸

帳
簿
、
指
定
金
融
機
関
提
出
の
収
支
日
計

表
、
証
憑
書
類
と
照
合
し
た
結
果
、
過
誤

の
な
い
こ
と
を
確
認
し
た
こ
と
の
報
告
が

あ
り
ま
し
た
。

●
平
成
二
十
年
度
各
会
計
出
納
閉
鎖
時
に

お
け
る
出
納
状
況
と
指
定
金
融
機
関
の

監
査
の
結
果
に
つ
い
て

　

監
査
委
員
か
ら
会
計
管
理
者
所
管
の
一

般
会
計
及
び
特
別
会
計
に
属
す
る
平
成
二

十
一
年
五
月
三
十
一
日
現
在
に
お
け
る
出

納
状
況
と
各
金
融
機
関
の
現
在
高
の
確
認

と
定
期
預
金
に
つ
い
て
会
計
管
理
者
保
管

の
定
期
証
書
の
照
合
確
認
、
一
時
借
入
金

の
残
高
の
有
無
に
つ
い
て
、
残
高
の
な
い

旨
を
確
認
し
た
こ
と
の
報
告
が
あ
り
ま
し

た
。

●
繰
越
明
許
費
の
繰
越
計
算
書
に
つ
い
て

　

定
額
給
付
金
費
、
地
域
生
活
路
線
緊
急

下分保育所下分保育所下分保育所

SNAPSNAPSNAP

プール遊
び

プール遊
び

気持ちい
い～♪

気持ちい
い～♪プール遊
び

気持ちい
い～♪

暑い日も暑い日も
　元気にお外で
　元気にお外で　　遊んでます！
　　遊んでます！

暑い日も
　元気にお外で　　遊んでます！
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対
策
事
業
、
水
道
給
配
水
施
設
緊
急
布
設

替
事
業
等
二
十
年
度
に
支
出
が
終
了
し
な

い
見
込
み
の
経
費
で
、
あ
ら
か
じ
め
議
決

を
経
て
繰
越
さ
れ
た
経
費
の
報
告
が
あ
り

ま
し
た
。

●
株
式
会
社
神
山
温
泉
の
経
営
状
況
に
つ
い
て

　

平
成
二
十
年
度
の
「
い
や
し
の
湯
」
入

場
者
数
一
九
三
、
三
九
八
人
、
ホ
テ
ル
四

季
の
里
宿
泊
者
数
一
〇
、
四
一
〇
人
、
総

売
上
高
約
三
億
七
、
〇
〇
〇
万
円
で
、
経

常
利
益
が
三
二
二
万
七
、
五
四
九
円
で
、

純
利
益
が
二
二
一
万
五
、
六
五
六
円
の
黒

字
で
あ
っ
た
な
ど
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

　
（
収
益
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、　

ペ
ー
ジ
を
参
照
）

１５

●
議
員
派
遣
に
つ
い
て

　

教
職
員
離
任
式
ほ
か
十
四
件
に
つ
い
て

報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

　

人
事
案
件　

●
神
山
町
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委

員
の
選
任
に
つ
い
て

　

大
草　

昇
氏
が
本
年
六
月
二
十
六
日
任

期
満
了
に
よ
り
、
後
任
に
次
の
者
を
選
任

同
意
し
ま
し
た
。

阿
野
字
方
子 　
　
　
　
　
 
近
藤　

晃
弘
氏

　

規
約
の
変
更　

●
徳
島
県
市
町
村
総
合
事
務
組
合
を
組
織

す
る
地
方
公
共
団
体
の
数
の
減
少
に
伴

う
徳
島
県
市
町
村
総
合
事
務
組
合
の
規

約
の
変
更
に
つ
い
て

　

美
馬
西
部
青
少
年
育
成
セ
ン
タ
ー
組
合

が
、
平
成
二
十
一
年
三
月
三
十
一
日
を

も
っ
て
脱
退
す
る
届
出
が
あ
っ
た
た
め
規

約
を
変
更
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

　

議
会
発
議
案　

●
議
員
派
遣
に
つ
い
て

　

徳
島
県
東
四
国
横
断
自
動
車
道
建
設
促

進
期
成
同
盟
会
平
成
二
十
一
年
度
総
会
へ

の
出
席
の
ほ
か
議
員
を
派
遣
す
る
こ
と
に

つ
い
て
決
定
し
ま
し
た
。

●
委
員
会
の
閉
会
中
の
継
続
調
査
に
つ
い
て

　

各
常
任
委
員
会
、
特
別
委
員
会
に
お
け

る
閉
会
中
に
お
い
て
も
引
き
続
き
調
査
を

行
う
と
決
定
し
ま
し
た
。

鮎
喰
川
に
架
か
る
小
橋
に
つ
い

て
管
理
謝
金
の
支
給
や
橋
板
等

の
原
材
料
支
給
が
既
に
廃
止
さ
れ
て
い
る

が
、
廃
止
に
至
る
各
々
の
小
橋
に
つ
い
て
。

貎イ
 
　

画
一
的
な
対
応
を
し
た
の
で
は
な
い

か
。

貎ロ
 
　

各
々
の
歴
史
、
環
境
、
管
理
母
体
の

（
高
齢
化
現
状
）
利
用
度
存
続
の
必
要

度
等
を
充
分
検
証
し
た
上
で
の
対
応
で

あ
っ
た
の
か
。

貎ハ
 
　

下
分
、
西
の
向
小
橋
の
様
に
部
落
が

鮎
喰
川
に
分
断
さ
れ
、
出
入
り
作
も
あ

る
耕
地
事
情
、
利
用
者
が
高
齢
で
車
の

利
用
が
出
来
な
い
、
健
康
ウ
ォ
ー
ク
の

利
用
も
あ
る
、
こ
れ
か
ら
も
存
続
の
必

要
が
あ
る
。
こ
う
し
た
小
橋
に
つ
い
て

は
せ
め
て
原
材
料
（
板
材
）
の
支
給
に

つ
い
て
は
再
検
証
し
復
活
は
出
来
な
い

か
。

各
々
の
小
橋
の
個
々
の
検
証
に

つ
い
て
は
、
課
長
に
な
る
以
前

の
部
分
も
あ
り
定
か
で
は
な
い
。

 　
　
　
　
　
　
　
　
　
 （
産
業
建
設
課
長
）

時
の
流
れ
と
共
に
人
々
の
仕
事

や
道
路
網
の
整
備
、
交
通
体
系

や
生
活
様
式
の
変
化
に
よ
り
、
車
社
会
に

な
っ
て
き
た
。
相
対
的
客
観
的
に
判
断
し

た
場
合
小
橋
が
必
ず
し
も
な
く
て
も
支
障

が
な
い
時
代
に
な
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と

で
原
材
料
の
支
給
の
考
え
は
現
在
は
な
い
。

 　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
 （
町
長
）

耐
震
診
断
で
劣
悪
な
数
値
結
果

が
出
た
町
有
建
物
を
賃
貸
す
る

場
合
、
又
既
に
し
て
い
る
場
合
、
東
南
海

地
震
等
が
高
い
確
率
で
予
想
さ
れ
る
今
日
、

借
地
借
家
法
に
基
づ
く
法
解
釈
上
問
題
は

な
い
の
か
。
例
と
し
て
中
津
の
旧
庁
舎
を

貸
し
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
。

旧
庁
舎
の
件
は
使
用
貸
借
契
約

で
町
が
瑕
疵
を
知
り
な
が
ら
、

借
り
側
に
告
げ
な
か
っ
た
場
合
は
町
の
責

任
に
な
る
。
借
り
主
が
瑕
疵
の
存
在
を

知
っ
て
お
れ
ば
町
は
責
任
は
な
い
。
耐
震

診
断
は
し
て
い
な
い
が
築
五
十
五
年
経
過

し
て
お
り
、
目
視
だ
が
利
用
継
続
は
非
常

に
難
か
し
い
。

　

平
成
十
八
年
度
に
入
居
者
に
は
契
約
を

　

六
月
定
例
会

一

般

質

問

問

答答

問答

下分・西の向小橋
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解
除
し
た
い
と
理
由
を
付
し
て
文
書
で
示

し
て
い
る
。

　

地
域
活
性
化
対
策
で
新
年
度
の
予
算
で

解
体
処
理
す
べ
く
、
臨
時
町
議
会
を
開
い

て
い
た
だ
き
対
応
し
た
い
。
公
共
建
物
に

つ
い
て
は
、
現
在
利
用
さ
れ
て
い
る
も
の

の
耐
震
化
を
図
る
。
そ
れ
に
つ
い
て
は
多

額
の
事
業
費
の
関
係
で
費
用
効
果
等
を
考

慮
し
た
上
で
優
先
順
位
を
つ
け
た
い
。

 　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
 （
町
長
）

過
疎
地
域
自
立
促
進
計
画
（
十

七
年
度
か
ら
二
十
二
年
度
）
に

産
業
振
興
を
し
て
い
か
な
け
れ
ば
地
域
は

よ
く
な
ら
な
い
と
、
問
題
点
、
打
開
策
が

書
か
れ
て
い
る
。
農
業
振
興
、
放
棄
地
対

策
に
つ
い
て
質
問
を
い
た
し
ま
す
。

耕
作
放
棄
地
対
策
と
し
て
薬
用

食
物
、
山
菜
、
景
観
作
物
の
栽

培
を
、
実
施
し
て
い
る
事
例
も
あ
る
が
、

調
査
結
果
、
対
応
策
に
つ
い
て

九
十
八　

、
約
三
千
筆
、
平
均

ha

約
三
畝
で
あ
る
。
調
査
費
と
し

て
五
十
万
円
の
助
成
が
あ
っ
た
。
継
続
的

な
、
助
成
制
度
が
な
け
れ
ば
守
っ
て
い
く

事
は
困
難
で
あ
る
。 　
　
　
　
　
 
（
町
長
）

城
西
高
校
、
外
食
産
業
、
食
品

加
工
業
者
、
中
小
企
業
同
友
会
、

地
域
密
着
型
プ
ロ
野
球
チ
ー
ム
・
イ
ン

デ
ィ
ゴ
ソ
ッ
ク
ス
と
の
連
携
を
推
進
を
し

て
は
。

棒
搗
と
ス
ダ
チ
感
謝
祭
に
鳴
教

大
、
小
中
生
に
参
加
を
い
た
だ

き
、
ス
ダ
チ
を
使
っ
た
料
理
コ
ン
テ
ス
ト

を
考
え
て
い
る
。
産
官
学
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
チ
ー
ム
を
組
識
さ
れ
な
け
れ
ば
と
思
っ

て
い
る
。 　
　
　
　
　
　
　
　
　
 
（
町
長
）

労
働
力
、
担
い
手
不
足
、
解
消

法
に
つ
い
て

地
域
担
い
手
育
成
の
総
合
支
援

協
議
会
を
、
通
し
て
や
っ
て
き

て
い
る
。
国
の
人
材
派
遣
メ
ニ
ュ
ー
の
活

用
を
し
て
い
き
た
い
。 　
　
　
　
 
（
町
長
）

食
料
品
中
心
の
ふ
る
さ
と
小
包

便
で
あ
る
が
、
プ
ラ
ス
収
穫
体

験
、
耕
作
体
験
、
お
遍
路
体
験
を
加
え
て

は
ど
う
か
。年

一
回
の
見
直
し
協
議
は
し
て

い
る
。
Ｎ
Ｐ
Ｏ
さ
く
ら
会
が
桜

に
関
す
る
商
品
開
発
に
、
取
組
ん
で
い
る
。

期
待
も
し
、
支
援
を
し
て
い
く
。  （
町
長
）

上
一
宮
大
栗
神
社
は
、
五
穀
の

神
様
で
あ
る
。
五
穀
に
こ
だ

わ
っ
た
、
商
品
開
発
や
、
伝
統
野
菜
の
掘

り
お
こ
し
は
。

「
神
山
」
の
商
標
登
録
を
、
と
っ

て
お
か
な
け
れ
ば
と
考
え
て
い

る
。
ス
ダ
チ
の
皮
に
、
糖
尿
病
、
血
糖
値

を
下
げ
る
効
果
が
あ
る
の
で
、
ス
ダ
チ
、

薬
草
の
製
品
、
商
品
開
発
の
一
部
を
神
山

が
、
担
っ
て
い
け
る
よ
う
に
思
っ
て
い
る
。

 　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
 （
町
長
）

神
山
の
生
の
情
報
を
、
学
校
、

企
業
へ
届
け
る
必
要
な
時
代
で

あ
る
。
産
業
建
設
課
内
に
営
業
の
担
当
者

を
配
属
し
て
は
。

私
自
身
、
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
を

や
っ
て
い
る
。
現
在
の
担
当
者

に
意
識
づ
け
を
す
れ
ば
よ
い
。
そ
れ
よ
り

も
、
製
品
の
開
発
が
遅
れ
て
い
る
。
産
業

振
興
の
た
め
に
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を

立
ち
上
げ
な
け
れ
ば
と
考
え
て
い
る
。

 　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
 （
町
長
）

 

三
月
定
例
会
に
引
き
続
き
再
度
、

プ
レ
ミ
ア
ム
お
ま
け
付
商
品
券

の
販
売
の
件
に
つ
い
て
、
町
長
か
ら
町
商

工
会
と
共
に
実
施
す
る
こ
と
が
基
本
と
の

答
弁
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
町
商
工
会
か

ら
景
気
に
つ
な
げ
る
手
当
と
し
て
、
町
内

で
の
買
い
物
を
基
本
に
、
一
割
〜
二
割
従

来
の
販
売
価
格
よ
り
商
品
を
安
く
提
供
す

る
こ
と
で
、
停
滞
す
る
町
民
の
方
々
の
消

費
意
欲
と
町
内
の
活
性
化
に
大
い
に
期
待

で
き
る
と
の
意
見
が
多
く
寄
せ
ら
れ
て
い

る
が
、
町
長
の
考
え
方
を
問
い
た
い
。

道
路
が
良
く
な
る
ご
と
に
、
買

い
物
は
町
外
で
の
傾
向
が
強
く

な
っ
て
い
る
。
道
路
は
良
く
し
た
い
、
し

か
し
、
町
内
の
商
店
を
圧
迫
す
る
こ
と
に

な
り
苦
心
し
て
い
る
。
経
済
対
策
の
面
か

ら
、
前
向
き
に
検
討
し
た
い
が
、
町
単
独

事
業
で
な
く
、
あ
く
ま
で
も
、
町
商
工
会

に
対
し
、
補
助
金
に
よ
り
対
応
し
た
い
と

考
え
て
い
る
。 　
　
　
　
　
　
　
 
（
町
長
）

問
６

答

答 問

答問
４

答問
５

答

答問
２

問
１

中津・旧庁舎

問
３

答

問
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条
例
制
定
・
改
正
等　

●
神
山
町
税
条
例
の
一
部
改
正

に
つ
い
て

　

税
制
上
の
経
済
対
策
と
し
て

生
活
対
策
を
重
視
し
た
法
改
正

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

主
な
改
正
点
と
し
て
、
個
人

住
民
税
に
お
け
る
住
宅
ロ
ー
ン

特
別
控
除
の
創
設
は
、
住
宅
入

居
が
平
成
二
十
一
年
か
ら
二
十

五
年
ま
で
に
入
居
し
た
方
で
所

得
税
の
住
宅
ロ
ー
ン
控
除
の
あ

る
方
を
対
象
と
し
て
、
所
得
税

か
ら
控
除
し
き
れ
な
か
っ
た
額

を
住
民
税
か
ら
控
除
す
る
も
の

で
す
。

　

土
地
等
の
長
期
譲
渡
所
得
に

係
る
特
別
控
除
の
創
設
は
、
個

人
が
平
成
二
十
一
年
一
月
一
日

か
ら
平
成
二
十
二
年
十
二
月
三

十
一
日
ま
で
の
間
に
取
得
し
た

土
地
を
、
そ
の
所
有
期
間
が
五

年
を
超
え
て
譲
渡
し
た
場
合
に

は
、
譲
渡
所
得
の
金
額
か
ら
一
、

〇
〇
〇
万
円
を
特
別
控
除
で
き

る
と
さ
れ
た
。

　

上
場
株
式
等
の
配
当
譲
渡
益

に
係
る
軽
減
税
率
の
延
長
は
、

平
成
二
十
年
度
末
を
も
っ
て
一

〇
％
の
軽
減
税
率
を
廃
止
し
て
、
二
十
一

年
度
か
ら
税
率
を
二
〇
％
と
す
る
こ
と
に

な
っ
て
い
た
が
、
現
下
の
金
融
経
済
環
境

に
鑑
み
、
金
融
市
場
を
活
性
化
さ
せ
る
観

点
か
ら
現
行
制
度
の
延
長
を
行
う
こ
と
に

な
り
、
平
成
二
十
一
年
一
月
一
日
か
ら
平

成
二
十
三
年
十
二
月
三
十
一
日
ま
で
の
間

の
上
場
株
式
等
の
配
当
及
び
譲
与
益
に
つ

い
て
は
引
き
続
き
一
〇
％
の
軽
減
税
率
を

適
用
す
る
こ
と
に
な
る
な
ど
で
す
。

●
神
山
町
国
民
健
康
保
険
税
の
一
部
改
正

に
つ
い
て

　

介
護
納
付
金
課
税
額
の
課
税
限
度
額
の

引
き
上
げ
で
、「
九
万
円
」
を
「
一
〇
万
円
」

に
改
め
る
も
の
で
す
。

●
平
成
二
十
一
年
六
月
に
支
給
す
る
期
末

手
当
及
び
勤
勉
手
当
に
関
す
る
特
例
措

置
に
伴
う
関
係
条
例
の
整
理
に
つ
い
て

　

国
家
公
務
員
の
期
末
手
当
、
勤
勉
手
当

等
に
つ
い
て
は
、
現
下
の
経
済
社
会
情
勢

に
鑑
み
、
本
年
六
月
の
期
末
勤
勉
手
当
の

一
部
を
暫
定
的
に
凍
結
す
る
よ
う
平
成
二

十
一
年
五
月
一
日
付
で
人
事
院
か
ら
勧
告

さ
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
そ
の
結
果
、
平

成
二
十
一
年
五
月
八
日
の
給
与
関
係
閣
僚

会
議
に
お
い
て
勧
告
ど
お
り
の
取
扱
い
と

す
る
こ
と
が
決
定
さ
れ
た
。
本
町
職
員
の

本
年
六
月
分
の
期
末
勤
勉
手
当
に
つ
い
て

も
、
地
域
の
実
情
を
踏
ま
え
つ
つ
、
国
の

取
扱
い
を
基
本
と
し
て
対
応
す
る
こ
と
と

し
た
こ
と
に
よ
り
、
関
連
す
る
条
例
を
改

正
し
た
も
の
で
す
。

　

職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改

正
に
つ
い
て
は
、
本
年
六
月
の
期
末
勤
勉

手
当
の
支
給
は
期
末
手
当
一
・
二
五
ヵ
月
、

勤
勉
手
当
〇
・
七
ヵ
月
の
合
わ
せ
て
一
・

九
五
ヵ
月
と
な
り
、
改
正
前
に
比
較
し
て

〇
・
二
ヵ
月
減
額
し
た
も
の
で
す
。

　

町
長
等
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の
一
部

改
正
、
神
山
町
教
育
委
員
会
教
育
長
の
給

与
及
び
勤
務
時
間
等
に
関
す
る
条
例
の
一

部
改
正
、
神
山
町
議
会
議
員
の
議
員
報
酬
、

費
用
弁
償
及
び
期
末
手
当
に
関
す
る
条
例

の
一
部
改
正
に
つ
い
て
は
、
町
長
、
副
町

長
、
教
育
長
、
議
会
議
員
等
の
本
年
六
月

の
期
末
手
当
の
支
給
は
一
・
五
ヵ
月
と
な

り
、
改
正
前
に
比
較
し
て
〇
・
一
ヵ
月
減

額
と
な
っ
た
も
の
で
す
。

●
町
長
等
の
給
与
の
特
例
に
関
す
る
条
例

の
一
部
改
正
に
つ
い
て

　

四
月
末
日
に
公
文
書
戸
籍
届
書
盗
難
紛

失
事
件
が
あ
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
本
条
例

の
一
部
を
改
正
し
た
も
の
で
す
。

　

現
在
、
町
長
は
一
〇
〇
分
の
二
〇
、
副

町
長
は
一
〇
〇
分
の
一
〇
、
そ
れ
ぞ
れ
給

与
を
減
額
し
支
給
し
て
お
り
ま
す
が
、
今

回
の
改
正
で
は
更
に
町
長
、
副
町
長
と
も

に
六
月
か
ら
八
月
ま
で
の
三
ヵ
月
間
、
給

与
の
一
〇
〇
分
の
一
〇
を
減
額
す
る
と
し

た
も
の
で
す
。

平成２１年第１回臨時議会
　第１回臨時議会は、５月２５日開催しました。

　２０年度一般会計・特別会計補正予算、条例の一部

改正の専決等８議案が提案されすべて承認可決し

ました。

一　　般　　会　　計 　　 ４３億６,５１８万円
 　　　　　　　　　　　　　　　　　 （９,５１２万円）

国民健康保険特別会計 　　 １０億７,８９０万円
 　　　　　　　　　　　　　　　　 （▲７,０７３万円）

老人保険特別会計 　　 １億２,８９０万円
 　　　　　　　　　　　　　　　　 （▲５,６１０万円）

後期高齢者医療特別会計 　　 １億０,３２１万円
 　　　　　　　　　　　　　　　　 （▲２,１６３万円）

（▲は減少を表す）

２０年度
補正予算
（専決）

道路の供用開始
道路管理者が路線の指定、認定及び区域決定の行政行為を
経て道路用地の権原を取得し、公共用の状態になった道路
を一般交通の用に供する意思表示する行政行為である。
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左
右
内
獅
子
舞
は
、
明
治
二
十
九
年
に

神
山
町
下
分
字
横
倉
で
、
地
域
の
安
全
祈

願
、
五
穀
豊
饒
を
願
っ
て
は
じ
め
ら
れ
て

お
り
、
昭
和
四
十
八
年
頃
ま
で
活
動
さ
れ

て
い
た
。
そ
の
後
中
止
さ
れ
た
が
十
年
後

ま
た
復
活
の
声
が
高
ま
り
、
昭
和
五
十
九

年
五
月
に
獅
子
舞
を
保
存
し
、
後
世
に
長

く
伝
え
る
た
め
、
左
右
内
獅
子
舞
保
存
会

を
設
立
し
、
現
在
に
至
っ
て
お
り
ま
す
。

　

そ
の
活
動
状
況
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

　

な
お
、
地
元
左
右
内
地
区
で
の
定
例
行

事
と
し
て
は
、
正
月
三
日
に
左
右
内
地
区

を
巡
回
し
て
お
り
ま
た
旧
暦
三
月
二
十
一

日
の
祈
念
祭
（
御
正
影
供
）
や
十
月
の
例

祭
に
は
、
氏
神
様
の
十
二
社
神
社
ま
た
焼

山
寺
三
面
大
黒
天
に
獅
子
舞
の
奉
納
を
行

な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

活
動
状
況

　

昭
和　

年
５
月
１
日
、
神
山
町
合
併　

６０

３０

周
年
記
念
式
典
参
加（
神
山
町
民
体
育
館
）

　

昭
和　

年
６
月
５
日
、
鳴
門
ピ
ア
イ
ベ

６０

ン
ト
参
加
（
鳴
門
総
合
運
動
場
）

　

平
成
元
年
７
月　

日
、
神
山
森
林
公
園

２９

開
園
式
典
参
加

　

平
成
４
年
２
月　

日
、
阿
川
梅
の
里

１６

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
参
加

　

平
成
４
年
６
月　

日
、
第　

回
新
と
く

２３

１０

し
ま
県
民
運
動
大
会
参
加

（
県
郷
土
文
化
会
館
）

　

平
成　

年　

月　

日
、
阿
波
十
郎
兵
衛

１２

１１

１２

ま
つ
り
に
参
加
（
阿
波
十
郎
兵
衛
屋
敷
）

　

平
成　

年　

月　

日
、
あ
す
た
む
祭
り

１３

１１

２４

に
参
加
（
徳
島
県
立
あ
す
た
む
ら
ん
ど
）

　

平
成　

年　

月　

日
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
徳
島
元

１４

１１

１４

気
メ
ッ
セ
ー
ジ
録
画
（
ふ
れ
あ
い
公
園
）

　

平
成　

年
４
月　

日
、
神
山
町
老
人
会

１８

２６

芸
能
大
会
参
加（
左
右
内
小
学
校
体
育
館
）

　

活
動
メ
ン
バ
ー

　

大
久
保
真
市　
　

上
野　

宇
八

　

真
田　

信
善　
　

西
内　

正
浩

　

三
辻　

博
良　
　

西
真
田
克
一

　

西
岡　

通
男　
　

桂　
　

道
弘

　

山
本　

実
義　
　

阿
部　

悦
宏

　

上
杉　

茂
市　
　

後
藤
田
孝
男

　

上
野　
　

修

　

左
右
内
獅
子
舞
保
存
会

　

役　

員

　
　

会　
　

長　

大
久
保
真
市

　
　

副　
会　
長　

西
真
田
克
一

　
　

庶
務
会
計　

阿
部　

悦
宏

　
　

監　
　

事　

高
下　

正
義

　
　
　
　
　
　
　

三
辻　

健
夫

　
　

地
区
世
話
人　

各
部
落
会
長

　

会
員　

左
右
内
地
区　

戸
６０

　

会
費　

一
、
〇
〇
〇
円

　

今
後
の
課
題

　

地
域
全
体
に
過
疎
化
、
高
齢
化
の
流
れ

を
も
ろ
に
受
け
て
活
動
メ
ン
バ
ー
全
体
の

高
齢
化
と
新
し
く
若
い
人
の
参
加
も
無
い

の
で
、
正
式
な
イ
ベ
ン
ト
に
は
出
場
出
来

な
く
な
っ
て
き
て
お
り
次
第
に
運
営
が
む

つ
か
し
く
な
っ
て
き
て
い
る
。
平
成
二
十

一
年
六
月
末
現
在
の
左
右
内
地
区
高
齢
者

率
は
六
十
一
％
で
神
山
町
で
二
番
目
に
高

い
。

郷土芸能の現状と課題［第１回］

左右内獅子舞

シリーズ
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特集　

　

日
々
の
生
活
に
、
欠
か
せ
な
い
、
お
店

屋
さ
ん
。
食
料
品
店
が
、
身
近
に
な
く

な
っ
て
き
た
。
全
国
の
商
店
街
も
、

シ
ャ
ッ
タ
ー
街
と
な
り
、
か
つ
て
の
、
に

ぎ
わ
い
を
な
く
し
て
い
る
。
人
口
減
少
、

車
社
会
と
な
り
、
生
活
圏
が
拡
が
っ
た
。

大
型
商
業
施
設
が
隣
接
の
市
町
村
に
増
え

て
き
た
こ
と
等
に
よ
り
、
品
揃
え
、
サ
ー

ビ
ス
、
価
格
の
競
争
に
、
太
刀
打
ち
で
き

な
く
な
っ
て
き
た
。

　

神
山
町
に
お
い
て
も
、
コ
ン
ビ
ニ
が
出

店
を
し
、
当
時
は
、
話
題
に
も
な
っ
た
も

の
で
あ
る
。

　

神
山
町
を
訪
れ
る
観
光
客
は
、
年
間
に

百
万
人
を
超
え
よ
う
と
し
て
い
る
。
二
〇

〇
七
年
に
国
文
祭
が
開
催
さ
れ
、
上
角
商

店
街
が
の
れ
ん
で
飾
ら
れ
、
訪
れ
た
人
達

で
活
気
づ
い
た
も
の
で
あ
る
。

　

神
山
町
に
は
千
三
百
枚
か
ら
の
襖
絵
が

あ
る
。
そ
の
襖
絵
を
飾
る
の
も
、
面
白
い

の
で
は
な
い
か
。
人
が
集
ま
れ
ば
煩
わ
し

さ
も
あ
る
。
落
着
い
て
生
活
も
出
来
な
い
。

反
面
、
元
気
に
な
る
の
も
事
実
で
あ
る
。

城
山
、
象
山
、
大
粟
山
、
こ
の
三
山
の
周

辺
に
は
、
道
の
駅
、
温
泉
と
、
人
気
ス

ポ
ッ
ト
が
あ
る
。
神
山
ら
し
さ
を
失
わ
ず
、

人
が
集
う
、
人
を
元
気
に
す
る
、
人
を
大

切
に
す
る
、
そ
ん
な
可
能
性
を
秘
め
た
地

域
で
も
あ
る
。
地
産
、
地
消
、
地
商
と
は
、

地
域
に
あ
る
資
源
を
見
直
し
、
活
か
し
、

誇
り
を
持
っ
て
、
元
気
に
な
ろ
う
と
解
釈

を
し
、
住
民
一
人
ひ
と
り
が
住
む
地
域
を

デ
ザ
イ
ン
す
る
契
機
に
な
れ
ば
と
思
い
ま

す
。

　

私
は
、
な
る
べ
く
町
内
で
買
い
物
を
し

よ
う
と
思
っ
て
い
る
の
で
す
が
、
な
か
な

か
む
ず
か
し
く
、
食
品
だ
け
は
と
思
う
の

で
す
が
、
置
い
て
な
い
食
品
も
多
く
あ
り
、

町
外
に
買
い
に
行
っ
た
り
、
町
外
に
出
て

行
っ
た
時
に
ま
と
め
て
買
っ
て
来
た
り
し

て
い
ま
す
。

　

野
菜
は
、
家
で
作
っ
て
い
ま
す
が
作
っ

て
い
な
い
野
菜
は
、
道
の
駅
で
ほ
ん
の
少

し
の
地
産
地
消
で
す
が
購
入
し
て
い
ま
す
。

そ
れ
と
生
協
、
移
動
販
売
を
利
用
し
て
い

ま
す
。

　

し
か
し
、
食
品
に
比
べ
金
額
の
か
さ
む

衣
料
、
高
価
な
家
電
は
、
町
外
の
専
門
店

で
ほ
と
ん
ど
を
購
入
し
て
い
ま
す
。

地産・地消・地商

消
費
者
の
意
見

　

地
産
地
消
、

　
　
　

意
識
は
あ
る
が
…
…

　業種別商工業者数及び会員数内訳

計そ の 他サービス業飲食店・宿泊業小 売 業卸 売 業製 造 業建 設 業

会員数
商工業
者　数

会員数
商工業
者　数

会員数
商工業
者　数

会員数
商工業
者　数

会員数
商工業
者　数

会員数
商工業
者　数

会員数
商工業
者　数

会員数
商工業
者　数

２２９４２４１３２６２２６０２８４５６５１２８１２４７６２５３１０１
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　商工会　会員数

平成１２年３月　計３１０

広　野阿　川鬼籠野神　領下　分上　分

５９３０２５９７５８４１

平成２１年３月　計２３９

その他広野阿川鬼籠野神領下分上分

４４７２３１９７６４５２５

　

自
宅
で
い
な
が
ら
買
物
を
�

　

少
子
高
齢
化
・
町
外
へ
の
移
住
等
に
よ
り
人
口
が
減
少
し
て
い

る
本
町
で
あ
る
が
、
町
内
全
戸
に
光
フ
ァ
イ
バ
ー
が
敷
設
さ
れ
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
環
境
は
整
っ
て
い
る
。
こ
の
情
報
通
信
網
を
利

用
し
て
、
町
内
小
売
店
の
商
品
を
各
家
庭
の
テ
レ
ビ
画
面
に
映
し

出
し
、
そ
れ
を
見
た
も
の
が
リ
モ
コ
ン
や
電
話
で
商
品
の
注
文
を

行
い
、
代
金
引
換
等
で
宅
配
し
て
も
ら
え
る
サ
ー
ビ
ス
が
可
能
に

な
れ
ば
、
消
費
の
町
外
流
出
に
歯
止
め
効
果
が
期
待
で
き
る
。
ま

た
、
小
売
店
の
売
上
増
に
も
繋
が
る
。
よ
っ
て
近
い
将
来
の
実
現

を
望
む
も
の
で
あ
る
。

商
工
会
職
員
の
意
見

下分・安吉

上分・川又
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徳
島
県
町
村
議
会
議
長
会
主
催
に
よ
る

「
第
十
九
回
徳
島
県
町
村
議
会
議
員
研
修

会
」
が
五
月
十
五
日
、
東
み
よ
し
町
で
開

催
さ
れ
全
議
員
が
参
加
し
た
。

　

県
内
十
六
町
村
約
二
三
〇
人
の
議
員
が

参
加
。

　

研
修
で
は
、
政
治
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト　

岩
見
隆
夫
氏
に
よ
る
「
激
動
す
る
政
局
の

行
方
」
と
題
し
、
現
在
の
日
本
の
政
治
情

勢
を
鋭
く
分
析
、
予
測
し
て
の
講
演
で

あ
っ
た
。

　

講
演
に
続
い
て
、
地
元
に
よ
る
「
美
馬

三
好
地
域
の
歴
史
・
文
化
・
ま
ち
お
こ
し
」

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
、

地
元
の
取
組
な
ど
が
紹
介
さ
れ
た
。
東
み

よ
し
町
か
ら
は
、
町
の
宝
で
あ
る
三
世
紀

ご
ろ
の
「
丹
田
古
墳
」
の
由
来
、
つ
る
ぎ

町
か
ら
は
、
剣
山
を
頂
点
と
し
た
樹
齢
約

一
、
〇
〇
〇
年
と
す
る
「
日
本
一
の
大
エ

ノ
キ
」
な
ど
大
木
に
関
す
る
こ
と
、
山
城

町
か
ら
は
「
四
国
の
秘
境
・
山
城
大
歩
危

妖
怪
村
」
と
し
、
町
お
こ
し
な
ど
、
そ
れ

ぞ
れ
町
の
特
長
を
基
本
に
し
た
取
組
状
況

な
ど
に
つ
い
て
の
紹
介
で
あ
っ
た
。

　

こ
の
度
の
、
研
修
を
今
後
の
議
会
活
動

に
活
か
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

 　
　
　
　
　
　
　
 （
議
員　

細
井　

成
富
）

　

各
町
村
正
副
議
長
、
各
事
務
局
長
の
十

五
名
の
参
加
で
、
平
成
二
十
一
年
五
月
二

十
日
〜
二
十
二
日
の
三
日
間
、
大
分
県

「
豊
後
高
田
市
」（
以
下
高
田
市
）、「
日
田

市
」
を
現
地
視
察
。

　

高
田
市
で
は
、
第
三
セ
ク
タ
ー
、
豊
後

高
田
市
観
光
ま
ち
づ
く
り
株
式
会
社
（
資

本
金
九
、
五
〇
〇
万
円
、
高
田
市
五
、
〇

〇
〇
万
円
、
そ
の
他
四
、
五
〇
〇
万
円
）

を
設
立
し
、
シ
ャ
ッ
タ
ー
通
り
と
な
っ
て

い
た
商
店
街
を
昭
和
三
十
年
代
（
昭
和
の

町
）
を
テ
ー
マ
に
店
舗
整
備
に
取
り
組
み
、

ア
ル
ミ
の
建
具
を
木
製
に
復
元
し
た
り
、

木
製
や
ブ
リ
キ
製
の
昭
和
の
看
板
に
改
修

す
る
な
ど
商
業
と
観
光
の
一
体
化
に
よ
り

地
域
の
活
性
化
に
取
り
組
み
、
市
外
か
ら

多
く
の
人
が
訪
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

　

商
工
会
議
所
職
員
が
「
昭
和
の
町
」
の

振
興
構
想
を
企
画
立
案
し
、
一
軒
一
軒
を

説
得
し
再
生
に
努
力
し
た
と
の
こ
と
で
あ

り
、
リ
ー
ダ
ー
が
す
ぐ
れ
た
指
導
者
が
い

か
に
大
切
で
あ
る
か
と
感
じ
た
次
第
で
あ

り
ま
す
。
リ
ー
ダ
ー
と
は
一
％
の
ひ
ら
め

き
（
感
性
）
と
九
九
％
汗
（
努
力
）
を
か

け
る
人
と
も
感
じ
ま
し
た
。

　

日
田
市
で
は
、
明
治
二
十
七
年
か
ら
昭

和
四
十
七
年
に
閉
山
さ
れ
る
ま
で
金
四
〇

ｔ
、
銀
一
六
〇
ｔ
を
産
出
し
、
東
洋
一
の

黄
金
郷
と
言
わ
れ
た
鯛
生
金
山
採
掘
跡

（
金
山
坑
道
）
を
整
備
し
、
観
光
資
源
と

し
て
活
用
し
て
い
る
。（
坑
道
総
延
長
一

一
〇
袰
、
見
学
コ
ー
ス
八
〇
〇
ｍ
）

　

神
山
町
に
も
神
山
温
泉
だ
け
で
な
く
、

未
活
用
の
各
種
資
源
が
あ
る
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。
み
ん
な
で
探
し
て
み
よ
う
、

考
え
て
み
よ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

　

次
に
日
田
市
中
津
江
地
区
の
地
元
素
材

（
農
産
物
―
ゆ
ず
、
わ
さ
び
、
こ
ん
に
ゃ

く
、
な
し
、
し
い
た
け
等
）
を
加
工
と
地

域
を
元
気
に
豊
か
に
し
た
い
と
い
う
こ
と

か
ら
生
ま
れ
た
第
三
セ
ク
タ
ー
の
食
品
加

工
会
社
、
株
式
会
社
つ
え
エ
ー
ピ
ー
（
資

本
金
七
、
七
〇
〇
万
円
、
日
田
市
六
、
九

七
〇
万
円
、
Ｊ
Ａ
そ
の
他
七
三
〇
万
円
）

を
視
察
し
ま
し
た
。
売
り
上
げ
約
三
億
円

で
あ
り
、
従
業
員
二
十
七
名
で
運
営
し
て

お
り
、
特
産
品
の
加
工
開
発
、
安
全
な
商

品
の
製
造
販
売
、
地
域
農
家
の
所
得
向
上
、

地
域
雇
用
の
場
づ
く
り
等
に
積
極
的
、
意

欲
的
に
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。
高
田
市

は
会
社
の
資
本
金
の
五
二
・
六
％
、
日
田

市
は
実
に
資
本
金
の
八
九
・
六
％
を
出
資

し
て
お
り
、
地
域
の
再
生
活
性
化
に
は
行

　

行
政
視
察
報
告

第
十
九
回

　
徳
島
県
町
村
議
会

　
　
議
員
研
修
に
参
加
し
て

勝
名
地
区
神
山
町
、石
井
町
、佐
那
河
内
村
、

勝
浦
町
、上
勝
町
町
村
議
会

（
　
　
　
　  

）

　
議
長
会
主
催
の

　
　
行
政
視
察
研
修
に
つ
い
て
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政
が
主
導
す
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。
失
敗
を
お
そ
れ
、
批
判
さ

れ
る
こ
と
を
お
そ
れ
、
何
も
し
な
い
の
で

は
神
山
町
の
再
生
活
性
化
は
出
来
な
い
と

強
く
感
じ
た
次
第
で
あ
り
ま
す
。

　

失
敗
を
お
そ
れ
て
何
も
し
な
か
っ
た
こ

と
が
、
将
来
一
番
の
失
敗
だ
っ
た
と
思
っ

て
も
遅
い
と
思
い
ま
す
。

　

ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
の
原
石
も
研
か
な
け
れ

ば
、
た
だ
の
石
で
あ
る
。

　

も
う
一
度
、
神
山
町
の
再
生
活
性
化
に

つ
い
て
考
え
て
、
そ
し
て
神
山
町
の
農
林

産
物
、
自
然
等
各
種
資
源
を
見
直
し
、
キ

ラ
リ
と
光
る
神
山
を
創
ろ
う
で
は
あ
り
ま

せ
ん
か
。

　

神
山
町
で
住
ん
で
良
か
っ
た
と
皆
さ
ん

に
思
っ
て
も
ら
う
よ
う
に
努
力
す
る
の
が

議
員
の
努
め
で
す
。

　

視
察
研
修
を
無
駄
に
し
な
い
よ
う
議
会

活
動
に
精
進
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

 　
　
　
　
　
　
　
 （
議
長　

坂
口　

一
之
）

　

勝
名
地
区
監
査
委
員
連
絡
協
議
会
主
催

に
よ
る
現
地
視
察
が
、
平
成
二
十
一
年
五

月
二
十
七
日
か
ら
二
十
九
日
の
二
泊
三
日

の
日
程
で
実
施
さ
れ
、
勝
名
管
内
の
監
査

委
員
、
事
務
局
の
十
四
名
が
参
加
。

　

第
一
日
目
の
滋
賀
県
「
西
浅
井
町
」
は
、

昭
和
三
十
年
に
二
町
が
合
併
、
琵
琶
湖
の

最
北
端
に
位
置
し
人
口
約
四
千
七
百
の
過

疎
高
齢
化
が
進
む
町
で
、
来
年
一
月
に
長

浜
市
に
合
併
が
予
定
さ
れ
て
い
る
。

　

町
は
、
資
金
調
達
の
多
様
化
に
よ
り
住

民
の
行
政
へ
の
参
加
意
識
の
高
揚
を
目
的

と
し
住
民
参
加
型
ミ
ニ
公
募
債
「
西
浅
井

ほ
っ
と
債
」
を
発
行
。
発
行
総
額
三
、
〇

〇
〇
万
円
、
期
間
五
年
、
利
率
年
一
・
二

％
で
発
行
し
、
二
倍
以
上
の
応
募
が
あ
り
、

町
と
し
て
は
財
政
事
情
な
ど
行
政
理
解
と

投
資
手
段
と
し
て
の
利
金
を
還
元
で
き
た

と
し
て
い
る
。

　

監
査
の
状
況
は
、
通
常
的
な
監
査
以
外

に
実
施
監
査
に
お
い
て
給
食
の
試
食
検
査

実
施
し
て
い
る
事
が
特
長
で
あ
る
。

　

第
二
日
目
の
長
野
県
「
飯
島
町
」
は
、

長
野
県
の
南
部
に
位
置
し
中
央
・
南
ア
ル

プ
ス
を
望
む
、
人
口
一
万
七
百
人
の
自
然

豊
か
な
町
で
花
卉
、
果
物
の
栽
培
に
適
し
、

中
央
ア
ル
プ
ス
か
ら
流
れ
出
す
豊
な
水
を

利
用
し
て
の
稲
作
が
盛
ん
で
あ
る
。

　

監
査
は
、
監
査
委
員
に
知
識
経
験
豊
富

な
委
員
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
民
間
的
手
法

に
よ
り
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
を
作
成
し
、

様
々
な
角
度
か
ら
監
査
に
取
り
組
ん
で
い

る
。
委
員
は
「
住
民
の
代
表
で
あ
る
こ
と

を
監
査
の
基
本
に
し
て
い
る
事
で
あ
る
。」

と
繰
り
返
し
力
説
し
て
い
た
こ
と
が
心
に

響
い
た
。

　

六
月
十
九
日
、
六
月
定
例
議
会
に
お
い

て
、
現
在
進
め
ら
れ
て
い
る
県
道
石
井
神

山
線
「
歯
ノ
辻
工
区
」・
県
道
神
山
鮎
喰
線

「
広
野
工
区
」・「
養
瀬
工
区
」
の
現
地
調

査
を
実
施
し
た
。

　

当
日
は
、
梅
雨
期
に
も
か
か
わ
ら
ず
天

候
に
恵
ま
れ
、
県
係
員
の
説
明
を
受
け
、

工
事
工
法
な
ど
、
く
ま
な
く
調
査
す
る
こ

と
が
で
き
た
。

　

各
工
区
の
本
年
度
に
係
る
事
業
費
、
完

了
期
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

平
成
二
十
一
年
度

　
勝
名
地
区
監
査
委
員

　
　
視
察
研
修
参
加
報
告

県
道
主
要
地
方
道
の

　
　
　
　
　
現
地
調
査

蘆本年度事業費　予算１８０,０００,０００円
　　　　　　　　繰越１３２,０００,０００円
蘆完了予定　　　平成２１年１２月末

養瀬工区
蘆本年度事業費　予算１００,０００,０００円
　　　　　　　　繰越　３５,３００,０００円
蘆完了予定　　　平成２１年８月末

広野工区
蘆本年度事業費　繰越７３,５２８,０００円
蘆完了予定　　　平成２１年９月末

歯ノ辻工区

代
表
監
査
委
員　

田
中
久
博

議
会
選
出
監
査
委
員　

相
原
浩
志

（

）
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こ
の
度
神
山
町
郷
土
資
料
館
に
、
若
築

建
設
、
扇
建
設
緊
急
地
方
道
路
整
備
工
事

養
瀬
ト
ン
ネ
ル
建
設
工
事
共
同
企
業
体
よ

り
、
化
粧
木
を
寄
贈
い
た
だ
き
ま
し
た
。

七
月
二
十
二
日
神
山
町
郷
土
資
料
館
で
贈

呈
式
を
し
ま
し
た
。
こ
の
化
粧
木
は
木
元

史
幸
議
員
の
着
眼
で
、
共
同
企
業
体
に
寄

贈
を
申
し
入
れ
快
諾
い
た
だ
き
実
現
し
た

も
の
で
す
。
神
山
街
道
で
最
も
難
所
で
あ

る
滝
倉
渓
谷
の
改
良
は
神
山
町
住
民
に

と
っ
て
何
世
代
に
わ
た
る
悲
願
で
も
あ
り

ま
し
た
。

　

養
瀬
ト
ン
ネ
ル
工
事
の
象
徴
で
も
あ
る

化
粧
木
が
郷
土
資
料
館
で
保
存
展
示
さ
れ

る
意
義
は
大
き
い
。

　

化
粧
木
と
は
工
事
中
ト
ン
ネ
ル
入
口
上

部
に
飾
ら
れ
る
も
の
で
、
伊
勢
神
宮
御
本

殿
の
屋
根
の
飾
り
木
を
模
倣
し
、
反
り
の

あ
る
松
や
桧
（
養
瀬
の
は
赤
松
）
を
横
に

し
て
飾
り
ま
す
。
山
の
神
様
は
女
性
と
い

わ
れ
て
お
り
、
そ
の
山
を
掘
る
こ
と
で
山

の
神
を
怒
ら
せ
な
い
よ
う
に
鎮
め
ト
ン
ネ

ル
工
事
で
の
安
全
無
事
故
を
祈
願
す
る
た

め
に
飾
ら
れ
る
も
の
で
す
。
か
っ
て
人
力

が
主
に
な
る
土
木
工
事
の
中
で
も
危
険
度

の
高
い
ト
ン
ネ
ル
掘
削
に
従
事
す
る
坑
夫

た
ち
の
安
全
祈
願
の
対
象
で
も
あ
り
ま
す
。

展
示
さ
れ
て
い
る
郷
土
資
料
館
は
そ
の
他

の
展
示
物
も
一
新
整
理
さ
れ
て
見
ご
た
え

が
あ
り
ま
す
。
是
非
ご
来
館
い
た
だ
き
現

物
を
ご
確
認
下
さ
い
。

　阿川井の谷周辺の県道沿いでは表情豊かな１３体の案山
子が賑やかに迎えてくれる。阿川地区２８歩の会（会長
福原幸男）の会員が東祖谷で案山子の作り方とソバ打ち
を習得して設置した。この会は平成２０年４月に阿川地区
２８名により発足しました。まほろばの里補助制度の適用
も受け阿川地区ならではの活動を展開しています。８月
２日からは七夕飾りと七夕イベントがあり又季節により
カボチャやそばを栽培し手打ちそば行事等々が計画され
ています。特に阿川地区の伝統行事の再現も手がけてお
り昔なつかしい天道花も昨年復活したそうです。単なる
懐古趣味でなく地域の伝統行事の再現を通して高齢化社
会にある地域住民の連携を図る等々これからの地域づく
りの参考に出来る活動を展開しています。取材してみて
関係者の古里を愛する心と、どなんぞせないかんという、
たぎる熱い想いが快く伝わってきました。２８歩の歩みが
何時か大きなうねりとなることを期待いたします。

トンネル名：養瀬トンネル　施工者：若築建設・扇建設共同企業体
発　注　者：徳　　島　　県　施　工：平成１９年９月～平成２０年５月

写真撮影日：２００７年（平成１９年）１０月３日

養瀬トンネル工事化粧木贈呈式　神山町郷土資料館
平成２１年７月２２日
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新型インフルエンザの対応

��������	
メキシコから発生し短期間に日本をはじめ世界各国に感染拡大している新型インフルエンザは、厚　メキシコから発生し短期間に日本をはじめ世界各国に感染拡大している新型インフルエンザは、厚
生労働省の７月２１日現在の発表で日本での感染確定者数は４,４３３人（死亡者はゼロ）。海外では冬を迎生労働省の７月２１日現在の発表で日本での感染確定者数は４,４３３人（死亡者はゼロ）。海外では冬を迎
える南半球のオーストラリアで感染が急拡大しており、ＷＨＯ（世界保健機関）が日本時間の６月１２える南半球のオーストラリアで感染が急拡大しており、ＷＨＯ（世界保健機関）が日本時間の６月１２
日に「フェーズ６」（パンデミック）への引き上げを宣言しています。日に「フェーズ６」（パンデミック）への引き上げを宣言しています。
今回流行しているの新型インフルエンザ（Ａ/ＨＩＮＩ）は弱毒性であるが、感染力は強く糖尿病や　今回流行しているの新型インフルエンザ（Ａ/ＨＩＮＩ）は弱毒性であるが、感染力は強く糖尿病や
人工透析が必要な腎疾患、ぜんそくなどの慢性的持病を抱えた人は、感染症に対する抵抗力が健康な人工透析が必要な腎疾患、ぜんそくなどの慢性的持病を抱えた人は、感染症に対する抵抗力が健康な
人より弱く、新型インフルエンザに感染すると持病も含め重症化するおそれが高いとされています。人より弱く、新型インフルエンザに感染すると持病も含め重症化するおそれが高いとされています。
持病のある人は発熱などの際、かかりつけ医にス持病のある人は発熱などの際、かかりつけ医にス
ムーズに連絡できるようにしておきましょう。ムーズに連絡できるようにしておきましょう。
予防として、　予防として、「通常のインフルエンザ対策と変わ「通常のインフルエンザ対策と変わ
りなく、手洗い、うがい、マスク着用と咳エチケッりなく、手洗い、うがい、マスク着用と咳エチケッ
ト、人混みを避けること、といった基本的なことをト、人混みを避けること、といった基本的なことを
行いましょう。」そして、十分な「栄養」と「休養」行いましょう。」そして、十分な「栄養」と「休養」
をとってウィルスを寄せ付けないようにしましょう。をとってウィルスを寄せ付けないようにしましょう。
もしも、急な発熱、咳など心配な症状がある場合　もしも、急な発熱、咳など心配な症状がある場合
は、すぐに受診せずに、は、すぐに受診せずに、まず、かかりつけ医に電話まず、かかりつけ医に電話
で連絡してくだい。で連絡してくだい。
受診する医療機関がわからない場合は、最寄りの　受診する医療機関がわからない場合は、最寄りの
保健所又は県庁健康増進課の「新型インフルエンザ保健所又は県庁健康増進課の「新型インフルエンザ
相談窓口」に連絡してください。相談窓口」に連絡してください。
受診の際には、医療機関での院内感染を防ぐため、　受診の際には、医療機関での院内感染を防ぐため、
マスクを着用するとともに、窓口の指示に従ってくマスクを着用するとともに、窓口の指示に従ってく
ださい。ださい。

新型インフルエンザ相談窓口
　徳島保健所　　　　　電話 ０８８－６０２－８９０７（平日のみ　午前８時３０分～午後５時）

　徳島県庁健康増進課　電話 ０８８－６２１－２２２８（平日のみ　午前８時３０分～午後５時１５分）

　新型インフルエンザ　電話 ０１２０－９６０－００５（平日のみ　午前９時～午後５時）
　安心ダイヤル

　パニックにならずに冷静な行動をとることが一人一人にとって大切なことです。
　秋冬に押し寄せる可能性が指摘されている第二波に備えて今から準備しましょう。

○パンデミック
　感染症の世界的大流行。
　特に新型インフルエンザのパンデミックは、近
年これが人の世界に存在しなかったためにほとん
どの人が免疫を持たず、人から人へ効率よく感染
する能力を得て、世界中で大きな流行を起こすこ
とを指す。

WHOによる新型インフルエンザの
警戒レベル（フェーズ）区分

新しい亜型のインフルエンザ
ウイルスは人からは検出され
ていない。
新しい亜型のインフルエンザ
ウイルスが動物から人へ感染
する可能性は低い。

フェーズ１
前
流
行
期 新しい亜型のインフルエンザ

ウイルスは人からは検出され
ていないが、動物から人へ感
染するリスクが高い。

フェーズ２

新しい亜型のウイルスの人へ
の感染が確認されているが、
基本的には人から人への感染
はない。

フェーズ３流
行
危
険
期

人での小さな集団感染が認め
られるが、感染はごく限られ
た地域で、ウイルスはそれほ
ど人に適合していない。

フェーズ４

より大きな集団感染が認めら
れる。人に完全に適合してい
るとはいえないが、適合力が
増している。

フェーズ５
流
行
期 パンデミック（世界的大流行）

が発生し、人から人への感染
が急速に拡大している。

フェーズ６
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議会を傍聴
しませんか！
　

　皆さんが選んだ代表が議場でど
んな発言をしているのか自分の目
と耳でお確かめ下さい。
　どうぞお気軽にお越し下さい。
　定例会は年４回（３月・６月・９
月・１２月）に開かれます。
　日程・手続き等は議会事務局へお
問い合わせください。

神山町議会事務局

TEL　676－1511
　　　　　［IＰ2002］

 次の定例会は

9月中旬です。

議会だよりの投稿を  
 　　 募集しています。
　身近かな「出来事」や「情報」など、
お気軽にお寄せください。投稿は自由
です。提出された投稿は、本委員会で
協議検討し、承認を得たものとなりま
す。
　議会だより発刊月は１月・５月・８
月・１１月の年４回を予定しています。
　提出・問い合わせ先
　神山町役場内　議会事務局
　ＴＥＬ　６７６－１５１１
　Ｉ　Ｐ　２００２

  平成２０年度決算
 　（株）神山温泉   ２,２１５千円の収益
　平成２０年度（株）神山温泉の当期純利益は２,２１５,６５６円の収益を上
げました。決算の状況は次のとおりである。

（株）神　山　温　泉
平成２０年４月１日～平成２１年３月３１日

単位：千円

　　　売　上　高　　　　　　　① ３７５,１３２

　　　売 上 原 価　　　　　　　② １０６,９６６

　　　売上総利益　　　　　　　③ ２６８,１６６（①－②）
 

　　　販売費及び一般管理費　　④ ２６６,０６２

　　　営 業 利 益　　　　　　　⑤     ２,１０４（③－④）
 

　　　営業外収益　　　　　　　⑥     １,１８１

　　　営業外費用　　　　　　　⑦         ５８

　　　経 営 利 益　　　　　　　⑧     ３,２２７（⑤＋⑥－⑦）
 

　　　特 別 利 益　　　　　　　⑨        １０５

　　　税引前当期純利益　　　　⑩     ３,３３２（⑧＋⑨）

　　　法人税・住民税・事業税　⑪     １,１１７

　　　当期純利益　　　　　　　⑫     ２,２１５（⑩－⑪）
※括弧内の丸数字は計算式

平成２０年度

決　算

利用状況 単位：人　

※各数値は議会報告資料から抜粋　

ホテル四季の里保養センター
９,６１８
１０,４１０

１７９,５５１
１９３,３９８

平 成１９年 度
平 成２０年 度

城西高等学校神山分校

農業クラブ四国大会県予選で最優秀に輝く！
　農業や園芸などを学ぶ県内の高校生が、日ごろの研究成果や農業への
意見を発表する「日本学校農業クラブ四国大会県予選会」が本年７月２２
日、神山町農村環境改善センターで開かれ、５校（城西・城西神山・勝
浦・阿波農業・三好）計３５人が「プロジェクト発表」と「意見発表」を
それぞれ行った。
　城西神山は、平成５年から取り組んでいるジンリョウユリの増殖・保
護活動について、毎年増えている開花数やバイオ技術を使った球根の栽
培などを発表した。
　両部門とも、最優秀に選ばれ本年８月１７日・１８日に高知県中村市で開
かれる四国大会に出場する。四国大会での活躍に期待します。 「意見発表」する３年　北原郁弥 君
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表
紙
写
真
説
明 　
　
　
　
　
　
　
 

「
山
に
活
き
た
先
人
達
の
苦
労
の
結
晶
、

広
大
な
人
工
林
」

（
上
分
字
名
ヶ
平
よ
り
南
を
望
む
）

　

撮
影　

松
浦
一
郎
氏　
（
神
領
字
北
）

　

一
雨
ウ
ン
百
万
円
と
い
わ
れ
た
林
業
隆
盛
期

が
あ
っ
た
。
神
山
の
最
も
重
要
な
経
済
基
盤
で

あ
っ
た
林
業
。
夢
よ
再
び
の
想
い
で
神
山
の
代

表
的
な
広
大
で
遠
望
美
し
い
人
工
林
を
表
紙
に

掲
げ
た
。
今
、
林
業
は
大
変
な
危
機
に
直
面
し

て
い
る
。
木
材
価
格
の
低
迷
等
々
の
多
様
な
原

因
で
課
題
山
積
し
て
い
る
。
一
見
美
し
い
広
大

な
人
工
林
も
一
歩
足
を
踏
み
入
れ
る
と
手
入
れ

さ
れ
て
い
な
い
放
置
林
が
多
く
、
治
山
、
治
水
、

防
災
面
で
も
重
要
か
つ
多
様
な
課
題
を
我
々
に

提
し
て
い
る
。
議
会
、
行
政
、
全
て
の
住
民
が
故

郷
の
危
機
で
あ
る
こ
の
事
象
に
、
真
正
面
か
ら

自
分
自
身
の
こ
と
と
し
て
真
剣
に
と
ら
え
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
時
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

こ
の
表
紙
写
真
を
通
し
て
神
山
の
全
て
の
人

達
と
課
題
を
共
有
し
た
い
。

　

表
紙
文
字　

稲
飯
幸
生
氏　
書（
下
分
字
今
井
）

　

編
集
後
記

　

七
月
二
十
一
日
に
、
衆
議
院
の
解
散
、
七
月

二
十
二
日
、
皆
既
日
食
、
な
か
な
か
騒
が
し
い

数
日
で
し
た
。
ま
た
梅
雨
明
け
宣
言
し
て
も
、

夏
本
番
ま
で
は
あ
と
少
し
と
い
う
と
こ
ろ
で

す
。
今
年
の
梅
雨
は
雨
量
が
少
な
く
川
岸
ま

で
草
が
お
い
茂
り
、
美
し
い
鮎
喰
川
も
台
無
し

で
す
。

　

さ
て
第
二
回
目
の
議
会
だ
よ
り
の
発
行
で

す
が
、
一
回
目
の
町
民
の
反
応
が
気
に
な
る
と

こ
ろ
で
す
が
、
い
か
が
で
し
た
か
？　

こ
れ
か

ら
も
見
や
す
く
、
わ
か
り
や
す
い
紙
面
作
り
を

心
掛
け
て
い
き
ま
す
の
で
、
楽
し
み
に
し
て
下

さ
い
。

 　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
 
（
森
本
吉
治
議
員
）

　北国よりの移住者をご紹介します。
　今回は、阿野字神木にお住まいの中山　　啓（６９歳）さん、奥様の喜美子（６０歳）さんをご紹介いたしま
す。札幌からこの地に移り住んで２年半。
　１年の内６ヶ月は雪の中での生活から、雪のない生活ほどありがたいものはないとおっしゃっていました。
　取材にお伺いした時は、家の内装を手直しの最中で、住みやすいようにと改装中でありました。工房を案
内していただくと、何と改装は奥様ご自身でなさったと聞きびっくりの一言。写真①の建物も奥様が作られ
たとのこと。
　来る途中、工房「万年青」とか、工房「山姥」とか、この地に不均合な看板が目にとびこんできました。
工房「万年青」はご近所の吉岡さん、工房「山姥」は中山さんお店ということでそれぞれ作品造りに励んで
おられます。（写真②③）

　ところで、神山に来てよかったことは……
「人情の豊かさ」をまず口にされました。引っ越してすぐにご近所の方が声をかけて下さったり、色々心配
してくださることに感謝しておるとのこと。又最近は、ご近所の方々と誕生日会を催すまでになってきたと
おっしゃっていました。
　奥さんが作られた「かかし」が今年の梅まつりで有名になりました。「梅まつり」期間中のお客様を少しで
も神木の方に来てもらおうと、道沿いに並べたそうですが、あまりの出来に、声をかけた観光客もいたそう
です。是非来年も沿線にならべてほしいと思っています。
　最後に町行政に対して……
①新規加入のケーブルテレビの加入料に１０数万円かかったのには少しいたかった。補助期間はすぎたという
事でしたが、いくらかでも補助があればありがたいのだが……
②耕作者の不在地の樹木が大きく日照が悪いのはどうしようもないのでしょうか。
　等々お聞きしましたので、後日回答をいたしたいと思っています。

写真① 写真② 写真③

阿野字神木

　中山　　啓さん（６９歳）
　　　喜美子さん（６０歳）
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